
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日、私たちは地本結成２５年を迎えました。 

冒頭、これまで JR 東労組運動ならびに会社の発展にご尽力いただいた組合員の皆様、また私た

ちに連帯しご指導くださった議員はじめ多くの団体等の皆様に感謝を申し上げます。 

私たちは多くの先達が担った『国鉄改革の意義』を我がものとし、何より組合員・家族の雇用と

利益を守り抜くために取り組んできました。「抵抗とヒューニズムの精神」をもって、地域や社会

貢献の活動も創り出してきました。当然にも会社発展に向け、労働組合の立場からチェック機能を

果たし、ＪＲ東日本・グループの成長に大きな役割を果たしてきています。 

これまで「労働条件の維持・向上と組織破壊攻撃に抗する闘い」の連続であると言っても決して

過言ではありません。 

地本結成時に掲げた「自立」を胸に刻み「安全問題」（安全第一主義）を結集軸にした現場第一

主義＝人間第一主義の運動を継続していきます。歴史上類をみない労働組合活動（職場活動）への

大弾圧・組織問題、「１８春闘」過程等の誤りならびに組織分裂・東労組破壊攻撃など反労働者的

行為への怒りと悔しさを忘れることはありません。 

さらにはロシア・ウクライナ情勢や緊張関係が高まる「台湾情勢」など、あらゆる戦争や有事を

想定した国内外の動きに警鐘を鳴らし、子供たちの未来のために平和な社会を築いていきましょう。 

今後も JR 東労組の旗を広範に掲げ組合員・家族の利益のために、また会社発展に向け共に働く

組合員・社員のために堂々と活動し、信頼関係を積み上げ八王子地本は団結し歩んでいこう。 
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